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演習課題4 日本の人口ピラミッド

「日本の人口ピラミッドの図が九枚、一九七〇年から二〇〇〇年まで十年おきに並んでいる」とあるが、自分の目でそれを確かめたい。どうすればいいか？
wwwでは、googleで「人口ピラミッド」というキーワードで検索をして「日本の将来推計人口」が掲載されているwebページを見つけることが出来た。「http://www.ipss.go.jp/Japanese/newest02/newest02.html」がしかし、将来的の予想人口ピラミッドは掲載されていたが過去の人口ピラミッドは掲載されていなかった。

よくよく題を考えてみると統計資料に見つかりそうだ。以前、統計言語という授業で利用した総務局の統計センターにあるかも知れないのでそこを見てみた。「http://www.stat.go.jp/」が、日本全体の人口推移の情報はあるが人口ピラミッドとしてのグラフは無かった。（公表されているExcelの数値からグラフは生成できるが・・・）

www検索では妥当な検索結果が見つからなかったため、OPACで検索をしてみる。1件ヒットした。「人口ピラミッドがひっくり返るとき : 高齢化社会の経済新ルール 」

日本の人口につての未来予測をする専門機関はどこか？　またその機関から公表される統計データは、どのような資料に掲載されているか？
一つ前の題で調べてしまったが、前者の問いに対する答えは、「http://www.ipss.go.jp/index.html」の国立社会保障人口問題研究所である。

よくよくトップページを見てみると、一つ前の問題であがっている答えを見つけることができた。このExcelファイル「http://www.ipss.go.jp/TopPageData/p_age2.xls」に過去の年代別人口の資料をダウンロードすることができる。

団塊の世代とは何か？　またその世代がなぜとくに問題にされるのだろうか調べてみたいが？
まず、「団塊の世代」という語句を大辞林第二版で調べてみた。結果は、「第二次大戦直後数年間のベビー-ブーム時に生まれた世代。 」と記載されていた。ようするに現在の55～60歳ぐらいの人々のことを指している。そして、この団塊の世代がなぜ問題になっているのか。

googleで「団塊の世代　問題」を検索してみると問題点はたくさんあるが、その問題点が引き起こされる原因として、団塊の世代を支えるモノが不足していると言うことだ。

企業的には団塊の世代の人間が会社を辞める時の退職金・取締役の引退などである。また、老後の問題である。老後のサポートを必要とする団塊の世代を支える納税者不足ということである。

2050年ごろになると、人口構成の変化によって「街の様子や国民の負担の仕方は確実に変わっているだろう」とのことだが、いったいどのように変わると予測されているのだろうか、できるだけ全容な未来予測が知りたい。どうすればいいか？
題が漠然としていて、ある特定の事項についての問いかけがないため、漠然と資料を探す・・・googleで「未来予測　2050」を検索した。製紙業界での問題点が掲載されているwebが上位にヒットしたが、その下の方に人口関連のwebページがあった。

「http://plaza10.mbn.or.jp/~yebisu/yajiumadedondon/after50.htm」

印刷物ではOPACで“未来予測”を―キーワードに検索。23件の資料が見つかる。そのなかから以下の本を採択。および、この検索結果の一覧の中から著者として“未来予測研究会”というものを発見。次にこれをキーワードにしてアマゾン「http://www.amazon.co.jp」で検索。資料としてはやはり、株価など経済的観点やグローバライゼーションの視点のものが多い。
「男女平等とは、前世紀の大きな‘発見’だった」とあるが、それを象徴するようなできごとを紹介、あるいは論じている資料を読んでみたい。
題では特定の分野について言及していないため男女平等については大量の資料が有ると思われる。googleで「男女平等　資料」とだけで検索しても8000件近くヒットする。題では与えられていないが上記の検索ワードに自分の調べたい分野の語句を追加して検索をすればより自分の求めている資料と出会うことができるであろう。
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